
バンクーバー便り 23～『車いすラグビーカナダ』 

バンクーバー時間：2024年 6 月 12 日水曜日午後 2 時 30 分 

日本時間：2024 年 6 月 13 日木曜日午前 6 時 30 分 

 皆さんこんにちは。お変わりはありませんか。 

 今回は「車いすラグビーカナダ CANADA CUP 2024」の観戦についてお話しします。バンクーバー時

間で 2024 年 6 月 7 日(木)～10 日(日)にリッチモンド市のオリンピックスタジアム・オーバルで開催され

ました。参加国は世界ランキングで上位 6 位以内に入っているアメリカ(1 位)、オーストラリア(2 位)、

日本(3 位)、イギリス(4 位)、カナダ(5 位)、フランス(6 位)の 6 ヶ国で、8 月のパリ・パラリンピック(8 か

国が参加)の前哨戦となるため熱い戦いがくり広げられました。日本チームの後援企業から日本語補習校

に招待状が届いたことで、6 月 10 日 16 時からの決勝戦に小学校生と共に保護者も多数参加しました。

決勝戦の相手国はオーストラリアでした。日本チームは非常に強く決勝戦で 2 連覇を達成し、ゴールド

メダル(実際は木メダル)に輝きました。 

 試合で使用される車いすは車輪が前から見ると八の字に開いた安定性の高い車いすですが、試合では

互いに激しくぶつかり合って時には選手ごと車いすが転倒することがあり、係の人が床を傷つけないよ

う小さなカーペットを倒れた車いすの側に敷いて丁寧に選手と車いすを起こしていました。選手は障害

の程度によって分類され、車いすの後ろに 0.5～3.0 の間で 0.5 段階ごとに表示されています。試合は、

各チーム 4 人の選手で競技を行い、1 クオーター8 分で 4 クオーターあり、クオーター間に 2 分間の休

憩、ハーフタイムに 5 分間の休憩があります。ボールを持った選手の車いすが 12 秒以内にセンターライ

ンを越え、10 秒に 1 回のドリブルをしながら相手陣地に前進し、両輪が相手側のトライラインを超える

と得点が 1 点加算されます。ボールを持った選手が前進するのを相手チームの選手は体当たりなどでブ

ロックして妨害します。そこで選手間でパスをしてサイドを変えながら攻撃をすることになります。 

 決勝戦で優勝した日本選手の姿を見ていると、ただ観戦をしているだけの自分までも誇らしく感じま

した。何よりも重い障害のある身体を激しく躍動させて自分たちよりも大きな体躯の相手選手に向き合

っていく勇気と英知は、見る者を深く感動させるものでした。優勝した選手の笑顔は身体の障害をも克

服したことを証する精神力と誇りを表していました。表彰式の後、優勝した選手たちを囲んで子どもた

ちが様々な質問を浴びせかけ、キャプテンの池透暢(いけ・ゆきのぶ)選手(障害クラス 3.0)は子どもたち

の一つ一つの質問に丁寧に答えていました。その中で池選手が「これほど沢山の人に応援してもらった

のは初めて、とても嬉しかった」という言葉が僕には深く印象に残りました。応援の人数だけでなく、観

戦に日本語補習校の小学生が多く参加していたため、子ども達は椅子の上に立ち上がって全身で選手た

ちにエールをお送り、さらに「頑張れ！日本」と大きな高い声で声援を送っていました。この狂騒めいた

声援に補習校の校長先生も圧倒されたようでした。また、子ども達からインタビューを受けているキャ

プテンの隣では池崎大輔(いけざき・だいすけ)選手(障害クラス 1.0)がサインをしており、娘も日の丸の

旗にサインをしてもらいました。  

 観戦したこの日は補習校の子ども達にとっても、また選手たちにとっても、長く思い出に残る一日に

なったと思います。今後、選手たちはパリを目指してパラリンピックでも優勝してほしいと思います。今

一度、日本選手団に心からエールを送りたいと思います。おめでとう、そしてありがとう。 



   

 

  


